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2.2 人種的マイノリティ生徒の学力達成と「学校風土」の関連性  










2.2.1 個々人の「規準」「期待」が規定する「学校の社会的風土」  
ブルックオーバー（W. B. Brookover）らの調査研究（1978 年） (6)では、学力達成に影響
する「学校の社会的システムの特徴」を「学校風土（school climate）」と称して、「学校の













































2.2.2 「効果的な学校」論における「風土」の位置づけ  







イースト地域で、少なくとも 55 校の『効果的な学校』を見つけた」とする (13)。  
エドモンズは、共同研究者らの調査に共通する結論として、「効果的な学校には、ある種





表 1 「学力達成」に影響する「学校風土」指標 
生徒の風土（Student Climate）  
Ⅰ 生徒にとって学業は無用であるという感覚  
Ⅱ 将来への評価と期待  
Ⅲ 現在の評価と期待  
Ⅳ 教師による支援や教師のもつ規準についての認識  
Ⅴ 生徒による学業規準  
教師の風土（Teacher Climate）  
Ⅰ 大学進学に向けた教育の質・可能性・評価・期待  
Ⅱ 高校進学に向けた現在の評価と期待  
Ⅲ 教師と生徒における向上への関与  
Ⅳ 校長からの期待に関する認識  
Ⅴ 教師による学業無用（観）  
校長の風土（Principal Climate）  
Ⅰ 親への関心と教育の質への期待  
Ⅱ 向上のための努力  
Ⅲ 現在の学校の質への評価  
Ⅳ 現在の生徒の評価と期待  
出所：Brookover, W. B. et al., “Elementary School Social Climate 
and School Achievement,” American Educational Research 
Journal, Vol. 15, No. 2, 1978, p. 309 を元に筆者作成。  
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表 2 エドモンズによる「効果的な学校の特性」 

































出所：Ronald R. Edmonds, “Effective Schools for the Urban Poor,” Educational Leadership, Vol. 37, No.1, 1979, p. 22;  
         Ronald R. Edmonds, “Programs of School Improvement: An Overview,” Educational Leadership , Vol. 40, No. 3, 
1982, p. 4 を元に筆者作成（「風土」に関する傍点：引用者）。  
 
2.3 近年の「学校風土研究」による提言  
全米学校風土委員会（National School Climate Council：NSCC, 2007 年）によれば、「学
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後述するニューヘイブン学区で 2009 年から着手された「学校風土改革」実践である (18)。
全米学校風土委員会（NSSC）によるこの文書は 2007 年に、学際的な研究者や学区リーダ
ーから構成される NSCC のメンバー間でコンセンサスを図って開発されたものとされ (19)、


















ラム」と称されて、全米の 1000 校以上において多様な実践開発が展開されてきた。  
 
3.1 学校全体の「関係性の風土」改善の必要性―パイロット・スクールの問題状況― 
1968 年から開始された、J・カマー （James P. Comer、イェール大学、1968-現任）らと
ニューヘイブン学区教育委員会の共同プロジェクトにおいて、学校改善の対象となった 2
つの小学校（以下、パイロットスクール）では、都市学区の公立学校に象徴的な低学力問


















識を変化させる必要性」であった (29)。カマーらは 1989 年の論考で、「私たちの究極なゴ
ールは、学校の組織・運営を、子ども優先（child–oriented）で、より効果的（effective）
























































その主要な方略として、最初に、学校と家庭との「関係性の風土全体（ the overall climate of 
relationship）」の改善に集中したとする (36)。  
 




















への参加を通して、親・教師・管理職・子どもが共に「組織的にエンパワー」される (41)。  
 
4. 「学校風土」の重要な構成要素―カマー・プログラム評価研究の今日的到達点― 
4.1 子どもの発達への「学校風土」の影響  

































「学校風土が生徒の失敗をもたらす主要な影響力である（plays a major role）」 (46)という仮
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①  ブルックオーバーらの調査において、「生徒風土（Student Climate）」を構成する第Ⅰ指標「生








も学力テスト得点が高かったことである (48)。  
こうして、イェール大学チームの論考（1997 年）では、カマーらの論考（1987 年）にお
ける主張、すなわち「黒人生徒にとって、彼らの学校適応とより良い遂行能力（ability）に、
学校風土が重要な役割を果たす（plays a significant role）」という結論を支持している (49)。
ここで注目されるのは、「風土」自体が、一般的な「雰囲気」という意味合い以上に、価値
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表 3 は、（A）に「健全で支援的な学校風土」の重要な構成要素とされる 15 指標とその
定義（1997 年）を示し、（B）に、イェール大学の「学校風土調査」(2004 年改訂版)(54)の指
標を対照したものである。  





















































( A) 「 健全で 支援的な 学校風土の重要な 構成要素」 ( Haynes,  Emmons, & Ben-
Avi e, 1997)







注１： (A)表の丸数字は出所の順番で付した（出所では箇条書きで列挙され、順序性を意味するわけではない）。  
注２： (B)表のⅠ～Ⅸの数字は出所による。（ ）で示した数字は、質問項目数を示す。  
出所：Norris M. Haynes, Christine L. Emmons, and Michael Ben-Avie, “School Climate as a Factor in Student Adjustment 
and Achievement,” Journal of Educational and Psychological Consultation, Vol. 8, No. 3, 1997, pp. 326-327.  Christine 
L. Emmons, School Climate Survey Revised Versions,  July 20, 2010 (Unpublished Description) を元に筆者作成。  
 
ここから確認できる形式上の特徴として、次の３点を指摘することができる。第１に、


























表 4 は、４種類の調査票における指標と質問項目数を示したものである。  
表 4 イェール大学「学校風土調査」の指標 
教職員  (54) 児童生徒（37）  高校生徒  (42) 親（41）  
Ⅰ  学業への動機づけ (5) 
Ⅱ 協働による意思決定 (5) 
Ⅲ 平等と公平 (5) 
Ⅳ リーダーシップ (7) 
Ⅴ 秩序と規律 (9) 
Ⅵ 学校の校舎 (5) 
Ⅶ 学校・親・地域の関係性 (7) 
Ⅷ 生徒の学習への教職員の献身 (5) 
Ⅸ 教職員の期待 (6) 
Ⅰ  公平 (5) 
Ⅱ 秩序と規律 (7) 
Ⅲ 親の関与 (5) 
Ⅳ 資源の共有 (4) 
Ⅴ 生徒相互の関係性 (7) 
Ⅵ 生徒と教師の関係性 (9) 
 
 
Ⅰ  資源の共有 (5) 
Ⅱ 秩序と規律 (6) 
Ⅲ 親の関与 (6) 
Ⅵ 学校の校舎 (7) 
Ⅴ 生徒相互の関係性 (9) 
Ⅵ 生徒と教師の関係性 (9) 
 
 
Ⅰ  学業への焦点化  (4) 
Ⅱ 学業への動機づけ  (5) 
Ⅲ 校長によるケアと感受性 (7) 
Ⅳ 協働による意思決定 (4) 
Ⅴ 親の関与 (4) 
Ⅵ 学校の校舎 (5) 
Ⅶ 学校と地域の関係性 (5) 
Ⅷ 生徒と教師の関係性（7）  
 
注： ( )で示した数字は、質問項目数である。  







































































注 1 各質問の文末に付したⅠ～Ⅴの数字は、【５領域】の各領域に該当する。  
   注 2 丸数字で提示した順番は出所による。なお、出所には「職員への鍵となる質問」も挙げられているが、「教師」
とほぼ同一のため、ここでは紙幅の関係上割愛した。  






















表 6 ニューヘイブン学区教育委員会「学校風土調査」：教師への質問票〈協働と支援〉 
1) あなたの学校におけるリーダーシップ実践について  
T05_01  管理職チームは、教師の専門性への信任がある。  
T05_02  管理職たちは、教職員に何を期待しているかを知らせている。  
T05_03  管理職たちは、教師たちを、この学校の目標設定および意思決定における意味ある役割を
担うよう招いている。  
T05_04  管理職チームは、学校における授業の質を観察するために各学級を訪問している。  
T05_05  管理職たちは、私の授業について、定期的に有用なフィードバックを与えてくれる。  
T05_06  管理職たちは、生徒の学びを向上させるための教師間の協働を奨励している。  
T05_07  管理職たちは、建設的で尊重的に、スーパービジョンと業績評価を行っている。  
T05_08  学校経営は、効果的なコミュニケーションと肯定的な関係づくりを提供している。  
T05_09  学校経営は、親と協働している。  
T05_10  学校経営は、生徒と協働している。  
T05_11  学校経営は、地域と協働している。  
T05_12  校長は、学校運営を円滑に行うことを確かにしている。  
T05_13  管理職たちは、建設的なフィードバックをオープンにしている。  
T05_14  管理職たちは、教職員のキャリア発達と成長を奨励している。  
T05_15  私は校長を信頼している。  
 
出所：New Haven Public Schools,  School Learning environment Survey, 2011-2012 Report: Your school’s Question-by-
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Contextual Meaning of School Climate on the Comer 
School Development Program: 






The purpose of this study is to clarify the significance of school climate reform 
which is an evidence-based strategy, in terms of educational administration in urban 
education. Research has shown that race itself is a significant factor in explaining the 
variation in perceptions of school climate. Positive school climate has been considered 
important for racial minorities and poor students.  This paper shows that the Yale 
School Development Program (SDP)’s intervention work began as an effort to improve 
troublesome school climates and create schools that promote student development 
and learning. Yale faculty (Comer et al.) have conducted sustained longitudinal 
evidence-based research as well as quantitative research of their implementation, and 
they suggest that ‘the important ingredients of a healthy supportive school climate.’ 
The following topics are discussed in this paper; 1) what are the components of a 
positive school climate to support student development and learning? 2) How teachers 
and principals should organize the school-wide climate implementation process 
within their school?  Finally, it is concluded that it is necessary to ensure the 
reciprocity of accountability for sustaining a positive school climate through district 
leadership.  
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